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新エネルギーの定義

　　出典：資源エネルギー庁ホームページより作成

原子力・エネルギー図面集

新エネルギーとは、日本の法律＊で「技術的に実用化段階に達しつつあるが、経済性の面での制約から普及が十分でないもの
で、石油代替エネルギーの導入を図るために特に必要なもの」と定義されている。現在、太陽光発電や風力発電、バイオマス
など10種類が指定されている。

大規模水力発電、海洋エネルギー

再生可能エネルギー

新エネルギー

発電分野 熱利用分野

太陽光発電
風力発電

バイオマス発電
中小規模水力発電（1,000kW以下）
地熱発電（バイナリ―方式に限る）

太陽熱利用
温度差熱利用
バイオマス熱利用
雪氷熱利用

バイオマス燃料製造

＊新エネルギー利用等の促進に関する特別措置法、略称新エネ法


